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都
市
は
「
生
き
も
の
」
で
あ
る
と
い

う
よ
う
に
長
い
時
閤
の
経
過
と
と
も
に

そ
の
姿
は
変
ぽ
う
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
都
市
計
画
の
土
地
利
用
計
画
は
、
大

枠
を
決
め
る
仕
組
み
か
ら
、
き
め
細
か

な
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
た
め
の
仕
組
み

ま
で
、
数
多
く
の
制
度
が
用
意
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ら
を
組
合
わ
せ
て
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
ル
ー
ル
が
作

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
都
市
の
将
来
の
あ
り
方
は
、
住
民
の

方
々
一
人
ひ
と
り
に
関
わ
り
の
あ
る
問

題
で
あ
り
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域

に
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ル
が
決
め
ら
れ
て

い
る
か
な
ど
、
日
頃
か
ら
都
市
計
画
に

関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
都
市
で
生
活
す
る
う
え
で
、
道
路
、

公
園
な
ど
の
ま
ち
の
骨
組
み
と
な
る
公

共
施
設
（
都
市
施
設
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
）
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、
住
宅
地
と
い
っ
て
も
建
物

の
敷
地
だ
け
あ
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
く

道
路
な
ど
の
公
共
施
設
が
あ
っ
て
は
じ

め
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
か
ら
で
す
。

　
こ
う
し
た
み
ん
な
に
共
通
す
る
都
市

施
設
は
、
ま
ち
の
中
の
住
宅
な
ど
の
分

布
、
人
や
物
の
流
れ
、
他
の
都
市
と
の

関
係
な
ど
を
考
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
計

画
を
立
て
て
お
き
、
そ
れ
に
し
た
が
っ

て
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
し
い
ま
ち
を
●
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

り
、
古
く
な
っ
た
ま
ち
を
つ
く
り
直
す

た
め
に
も
、
町
全
体
の
中
で
の
そ
の
地

区
の
役
割
な
ど
を
考
え
て
計
画
的
に
進

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
土
地
の
使
い
方
や
建
物

の
建
て
方
の
ル
ー
ル
、
ま
ち
の
将
来
像

に
つ
い
て
の
方
針
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り

に
必
要
な
多
く
の
事
柄
を
相
互
の
関
係

を
考
え
な
が
ら
定
め
て
い
る
の
が
「
都

市
計
画
」
な
の
で
す
。

　
江
南
町
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
線
引

き
を
行
い
ま
し
た
。
線
引
き
制
度
は
、

道
路
・
公
園
・
下
水
道
な
ど
の
基
盤
整

備
に
つ
い
て
の
公
共
投
資
を
効
率
的
に

行
い
つ
つ
、
良
質
な
市
街
地
の
形
成
を

図
る
目
的
で
、
都
市
計
画
区
域
を
市
街

化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
と
に
区
分

す
る
も
の
で
す
。

　
市
街
化
区
域
は
、
既
に
市
街
地
を
形

成
し
て
い
る
区
域
及
び
優
先
的
か
つ
計

画
的
に
市
街
化
を
図
る
べ
き
区
域
で
、

百
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
用
途
は
、
第
一
種
住
居
地
域
七
十
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
準
工
業
地
域
十
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
工
業
地
域
十
一
一
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

工
業
専
用
地
域
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用

途
地
域
ご
と
に
、
建
築
物
の
用
途
の
制

限
や
建
ぺ
い
率
、
容
積
率
、
高
さ
の
限

度
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
街
化
調
整
区
域
は
、
市
街
化
を
抑

制
す
る
区
域
で
都
市
計
画
法
に
定
め
ら

れ
た
一
定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
で
な

け
れ
ば
、
建
築
物
等
を
建
築
す
る
た
め

の
開
発
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
土
地
区
画
整
理
事
業
と
は
、
都
市
計

画
区
域
内
の
土
地
に
つ
い
て
、
公
共
施

設
の
整
備
改
善
に
よ
り
居
住
環
境
を
向

上
さ
せ
、
宅
地
の
利
用
増
進
を
図
る
も

の
で
あ
り
、
土
地
区
画
整
理
法
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
、
土
地

の
区
画
形
質
の
変
更
及
び
公
共
施
設
の

新
設
ま
た
は
変
更
に
関
す
る
事
業
を
い

い
ま
す
。

　
全
国
的
に
み
て
も
、
人
ロ
や
産
業
が

急
激
に
集
中
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
防
災

上
、
環
境
上
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
お
こ

っ
て
い
ま
す
。

　
土
地
区
画
整
理
事
業
は
公
共
施
設
の

整
備
が
面
的
に
一
括
し
て
で
き
る
点
に

最
大
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
公
共
施
設
の
整
備

に
よ
り
、
日
照
、
排
水
、
道
路
交
通
の

面
で
も
大
き
く
改
善
さ
れ
、
さ
ら
に
不

整
形
地
が
整
理
さ
れ
宅
地
の
利
用
増
進

も
図
ら
れ
ま
す
。

　
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
こ
の
よ
う

な
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
施
行
地
区

内
の
土
地
に
つ
い
て
各
筆
ご
と
に
換
地

を
指
定
し
、
従
前
の
宅
地
上
に
あ
る
建

築
物
等
を
換
地
に
移
転
し
、
換
地
処
分

に
よ
っ
て
従
前
の
土
地
に
つ
い
て
の
権

利
関
係
に
変
更
を
加
え
ず
公
共
施
設
の

築
造
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
公
共
施
設
の
新
設
に
要
す
る
用

地
は
、
●
惟
者
の
方
々
か
ら
減
歩
で
い

　
　
●

た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
を
「
公
共
減
歩
」

と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
事
業
費
に
充
て
る
た
め
に

一
定
の
土
地
を
換
地
と
し
て
定
め
な
い

で
、
保
留
地
に
し
ま
す
。
こ
れ
を
「
保

留
地
減
歩
」
と
い
い
ま
す
。
一
般
的
に

減
歩
と
は
、
公
共
減
歩
と
保
留
地
減
歩

を
合
わ
せ
た
も
の
を
指
し
ま
す
。

　
江
南
中
央
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
昭
和
五
十
五
年
に
県
知
事
よ
り
事

業
認
可
を
得
て
始
ま
り
、
こ
の
事
業
に

よ
り
、
道
路
や
公
園
な
ど
が
整
備
さ
れ

ま
ち
は
見
違
え
る
程
立
派
に
な
り
、
排

水
面
で
も
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
が
完
成
し
た
の
も
地
権
者

皆
様
一
人
ひ
と
り
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
お
か
げ
で
す
。
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前
の
ぺ
ー
ジ
で
述
べ
ま
し
◎
つ
に

町
の
市
街
化
区
域
は
、
全
体
で
百
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
十
九
・

七
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
江
南
中
央
第
一
土
地

区
画
整
理
事
業
で
整
備
済
と
な
り
、
残

り
の
多
く
が
未
整
備
区
域
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
現
在
、
計
画
し
て
い
る
の
は
二
十
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
程
で
（
下
図
参
照
）
江
南

中
央
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
と
位
置

づ
け
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
地
域
は
排
水
施
設
の
な
い
狭
い

砂
利
道
が
多
く
、
早
急
な
る
整
備
が
必

要
な
区
域
で
す
。

　
本
地
区
の
道
路
に
つ
い
て
は
、
都
市

計
画
道
路
一
一
路
線
（
中
央
通
り
線
・
熊

谷
小
川
線
）
を
根
幹
と
し
、
区
画
道
路

は
地
区
外
と
の
関
連
を
考
慮
し
、
基
本

的
に
幅
員
六
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
雨
水

は
道
路
の
両
側
に
布
設
す
る
側
溝
か
ら

調
整
池
に
排
水
さ
れ
ま
す
。

　
公
園
に
つ
い
て
は
、
地
区
面
積
の
三

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
当
た
る
七
千
六
百

平
方
メ
ー
ト
ル
を
確
保
し
、
四
箇
所
に

配
置
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
道
路
、
公
園
、
排
水
施

設
な
ど
、
私
た
ち
が
日
常
生
活
を
営
む

う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
が

整
備
さ
れ
、
適
正
な
幅
員
の
道
路
が
配

置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
車
両
の
通
行

が
円
滑
に
行
わ
れ
、
歩
行
者
の
安
全
が

確
保
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
は
道
路
は
避
難
路

と
し
て
、
公
園
は
避
難
場
所
と
し
て
も

役
立
ち
ま
す
。

・
幽

　
平
成
十
年
十
一
月
二
十
九
日
、
勤
労

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
土
地
区
画

整
理
準
備
委
員
会
設
立
総
会
が
開
催
さ

れ
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
準

備
委
員
会
を
中
心
に
一
層
の
推
進
を
図

り
事
業
化
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
、
同
意
書
の
取
り
ま
と
め
を
行

っ
て
お
り
ま
す
が
、
同
意
書
が
集
ま
り

し
だ
い
、
県
知
事
あ
て
認
可
申
請
を
行

い
、
認
可
後
組
合
の
設
立
総
会
の
運
び

と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
の
資
金
計
画
で
す
が
、
国
、

県
、
町
の
補
助
金
及
び
保
留
地
処
分
金

で
約
一
二
十
六
億
円
を
計
上
し
、
支
出
と

し
て
は
、
道
路
築
造
費
や
建
物
移
転
費

な
ど
が
多
く
占
め
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
長
い
年
月
と
多

大
な
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
市
街
地

全
体
の
整
備
を
目
指
し
て
、
今
後
も
都

市
計
画
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

重
ね
て
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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～保険者と被保険者は？～

　老後の一番の心配ごとである介護の問題を、社

会全体で支え合う制度として「介護保険制度」が

始まることを前月号で説明しました。

　今月は、だれが制度を運営して、だれが介護保

険に加入するのか、そして、保険料はどうなるの

か？について説明します。

　　　【保険料の納め方1

⑫65歳以上の方　　　⑳40歳から64歳までの方

　ハ　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　ヘ

　倉〉9　　　　　　　粒　”（頗
　ノ／）＼、　　　　　　　　　　’）・

奄墜聾 嘱翻・

1型呆険料 医麹堕

●●一制度を運営するのは？

　　　介護保険を運営するのは、各市町村です。ですから保険

　　料を集めたり、保険証を発行するのは江南町です。

　　　こうして、制度を運営するところを「保険者」といいます。

2つの保険料を
納め蒙す

原則年金天弓1き

1つの保険料として

　納めます
医療裸険料に1二のせ

　　だれが介護保険に加入するの？

　介護保険には40歳以上のすべての人が加入します。介護

保険に加入した人を「被保険者」といいますが、被保険者

には2種類あります。

　第1号被保険者二65歳以上のかた

　第2号被保険者＝40歳から64歳までのかた

　7月中旬から8月中旬にかけて、

40歳以上のかたを対象に介護保険

制度の字別説明会を行う予定です。

　日時・場所については、回覧等

でお知らせします。

　　　　保険料はどうやって決めて、どうやって納めるの？

　　　介護保険が始まると、40歳以上のかた全員から保険料を納めていただきますが、第1号被保険者と第2号被保険

　　者では、保険料の決めかたや保険料の納めかたが違います。

●6b65歳以上（第1号被保険者）のかたの場合

　　　保険料は町で提供できる介護サービスの質や量によって決まります。町では、現在それらを計算中ですが、今年

　　の暮れから来年にかけての時期に保険料が決まります。

　　　こうして決まった保険料は原則としてそれぞれのかたが受給している老齢年金や退職年金から天引きされます。

　　ただし、受給している年金額が1ヶ月15，000円に満たないかたは、年金から天引きせず町が発行する納付書で納めて

　　いただきます。また、保険料は所得に応じて5段階に分けられる予定です。

◎40歳から64歳（第2号被保険者）のかたの場合

　保険料の決めかたは、現在加入している医療保険によって異なります。そして、計算された保険料は、それぞれ

の医療保険に上乗せして一括して納めていただきます。

●国民健康保険に加入しているかた

　保険料は所得や資産等によって決まり、世帯主が家族の分も負担します。決まった保険料の半分を国が負担しま

す。

●健康保険（健康保険組合、政府管掌保険など）に加入しているかた

　保険料は給料に応じて決まります。サラリーマンの奥さんなど、扶養されている人の保険料は各健康保険の被保

険者全体で負担することになるので、直接保険料を納める必要はありません。また、介護保険料の半分を事業主が

負担します。

④



夏休み催し物特集

　いよいよ待ちに待った夏休みノ友だちや家族でいろいろと計画をたてている人も多いこ

とでしょう。

　このぺ一ジでは、従来のインフォメーションのコーナーを拡大し、江南町の近くで行わ

れる催し物を掲載しました。夏休みの思い出づくりに参加してみてはいかがですか。

農林学級・花き園芸講座

開催日 内　　容 時　閤

10日（土） 木工郵便受　　㊥ 9時30分

11日（日） ニンジンの収穫　④ 13時30分

12日（月） ニンジンの収穫　○ 13時30分

14日（船 冷や汁と手打ちうどん○ 10時00分

14日（湘 （花）庭木のさし木 13時30分

18日（日） 木エワインラックO 9時30分

18日（日） カボチャの収穫　㊦ 侶時30分

24日仕〉 木工干支の型抜き㊥ 9時30分

28日（水〉 ㈲ワイヤーバスケットの作肪 13時30分

30日㈹ 木エエ作室開放日O 10時OO分

※（花）＝花き園芸講座（対象：一般のみ）

対象㊨二小学生親子e＝一般
　　㊥＝小学生
受付　7月1日8時30分から
固農林学級＝農林公園管理事務所
　　盈83－2301

　　花き園芸講座二農林公園内・植物

　　振興センター盈83－2841

※臨時休園二7月27日㈹

　　　畜産体験教室

　畜産に対する理解を深めていただ

くため「畜産体験教室」を次のとお

り開催します。

◎生ゴミで堆肥を作ろう

対象　親子（小学生以上）

日時　7月28日（水）9：00～16：00

内容　生ゴミで堆肥を作り、リサイ

　　クル技術を学ぷ
費用　無料（生ゴミを持参）

定員　200組（抽選）

◎①牛②豚③鶏の飼育体験

対象　小学校高学年・中学生

日時①7月29日（木）9：00～16：00

　　②7月30日（金）9：00～16：00

　　③8月2日（月）9：00～16二〇〇

費用　無料（作業着・長靴持参）

定員　各10人（抽選）

国固いずれも、実施日の1週間
　　前までに、電話またはF　A　X

　　で畜産センター（盈36－0311
　　FAX36－0315）まで。

親子料理教室参加者募集

　夏休みの楽しい思い出づくりに親

子料理教室に参加してみませんか1

日時　8月3日㈹10：00～13100

場所　保健センター

対象　小学4年～6年の親子16組
　　　（定員になりしだい締め切り）

国圃7月12日（月）から役場福祉課へ

　　　（申込者には後日詳細について

　　　連絡いたします。）

船木スポーツセンター

プール開催日のお知らせ
　荒川南部環境センター内に設置さ
れている、船木スポーツセンターのプ

ールを下記のとおり開催いたします。
開催日　7月4日（日）・10日（±）・／1日（日）・

　　　／7日仕）・18日（日）・20日㈹・

　　　7月21日（水）～8月31日㈹まで

　　は毎日開催しますが、月曜日
　　はお休みになります。
時間　／0二〇〇～18：00

囮荒川南部環境センター「清流苑」

　　盈0493－39－2203

森林公園7月のイベント情報

◎森の教室「エコカード作り」

　牛乳パ、ソクを再利用し、押し花で

アレンジした、お好みのカードやシ
オリ作り。

日時　7月10日仕）11：00～15：00

場所　西ロ休憩所
定員　50名（当日受付）

参加費　無料（入園料別）

◎ネイチャーフォトスクール

　自分の撮影したい被写体を狙うあ

まり、立ち入り禁止区域に足を踏み

入れたり、花を踏みつけたりとマナ
ーは必ずしも良いとは限りません。

　そこでこの講習会では、植物写真

などを撮影する技術のほかに、マナ
ーも学ぷことができます。

日時　7月25日（日）10：00～13二〇〇

場所園内
受付　公園南ロ改札

ゴアにレド　ザぽゴオ　　てド　

定員　50名（事前募集）

参加費　1，000円（入園料込）

◎自然を感じる会

　森林公園の動物・植物の観察会。

ユリの王様と呼ぷにふさわしい風格

あるヤマユリや、日本の国蝶である

紫色の美しい羽をもつオオムラサキ、

蓄ぎ読藤蠕2総台ン℃●
日時　7月27日㈹10：00～12100

場所園内
受付　公園南ロ改札

定員　50名（当日先着順）

参加費　無料（入場料別）

◎サマーキャンプI　N森林公園

　雑木林の中で家族や仲閤たちと過

ごす、森の資源を使った森林公園な

らではの、数々のプログラムを用意

しております。

時
所
員

日
場
定

参加費

各イベンτ辮匙瑳日支払い）●●

国営武蔵丘陵森林公園管理センター

〒355－0802　比企郡滑川町山田1920
盈0493－56－2225　　FA×0493－56－4913

7月30日（斜～8月1日（日）

園内

30組（約120名・事前申込、電

話にて管理センターまで）

　大人3，000円

　　　親子卓球教室

　恒例の親子卓球教室を下記のとお

り開催します。なお今年から一般の

初心者、愛好者も歓迎しますので、

お気軽にご参加ください。
期日　7月16日（金）・19日（月）・21日（水）・

　　23日（金）（4日閤）

時間　19：00～20：30

場所町民体育館
対象　小学校4～6年生とその保護
　　者および一般の愛好者
費用　無料
国固　7月12日（月）までに教育委員

　　会へお申込みください。

⑤



劃（日）

　5月30日、町内一斉にゴミゼロ運動が行われまし
た。

　参加者それぞれがゴミ袋を持ち道路わき、空き地、

畑などの缶やゴミを拾い、町の美化に協力しました。

　参加した皆さん、お疲れさまでした。

　これからもきれいな町づくりにご協力ください。

鰍鷹勧耀鮪泌窄，購耽爆融耐襯欄翻

　　　　）　　　（月

　　　　江南幼稚園で園児と父兄のかたを対象に交通安全

　　　教室が行なわれました。

　　　　腹話術や信号機を使い、正しい横断歩道の渡り方

●●を勉強しましたQ

、講賑雛
幕縮葉
繍灘郷羅慰㈱鼎「軸撚矧、㈱撫照鰯1購翻謙

ξ劃（日）

　江南町ゴルフ協会主催のゴルフ大会が江南バード

レイクカントリークラブで行なわれました。

　この大会は2つの県大会の選考会を兼ねており、

参加した58名の中から次のかたが選出されました。

，Ol　　　　　　　　　　　市町村対抗ゴルフ大会出場者

曇羅蟄甥男子萩原聖一（成沢〉（霞が票森ン墨齢都⊆

等山一ハ江川）　無盗醐讐翻闘♂
田部井　恵（在　勤）　　レディース　干野　理恵（在　勤）　　田部井　恵（在　勤）

牛尾　昌子（三　本）

千野　理恵（在　勤）　　埼玉県ゴルフ選手権大会（兼）団体選手最終選考会出場者

撃轟　男子萩原聖一（成沢）（禦妻隆詔渉
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塞」（日）

　春季バレーボール大会が町民体育館で行われま
した。

　7チームが参加して行われた大会は、熱戦の末

クィーンズ（Aブロ、ソク）と成沢マイティーズ

（Bブロック）が優勝しました。
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上新田Aブロツク　下捌切
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　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　（日

　　　　　　　　劃
　　　　　　）●　　　　（日

　　　　　　　　　　　　　　綱1「　　　　　　　　　　　　　髄　　　　　　　　　　　　　鼎獅　　　　　　　　　　　　
腔

伊

　町民野球大会が、運動公園と中学校グラウンド

で行われました。

　両日とも参加した9チームの熱戦が展開され、

中央クラブが優勝、江南南会が準優勝となりまし
た。

　優勝した中央クラブは妻沼町で行われる大里郡

総合体育大会に出場します。

　結果は次のとおりです。
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愛
育
盒
は
お
母
さ
ん
の
手
育
て
竈
慮
援
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
母
子
愛
育
会
が
定
期
的
に
子
育
て
支
援
教
室
を
開
催
し
、
子
育
て
中

の
母
親
と
子
ど
も
が
地
域
の
中
で
交
流
で
き
る
場
を
提
供
し
、
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
町
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

●
「
こ
ん
に
ち
は
、
愛
育
会
で
す
。
」

　
子
育
て
支
援
教
室
の
開
催
に
あ
た
っ

て
、
各
字
か
ら
選
出
さ
れ
た
役
員
さ
ん

が
、
ご
案
内
を
配
り
な
が
ら
声
か
け
を

し
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
セ
ー
ル
ス
と

問
違
わ
れ
た
と
い
う
役
員
さ
ん
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
愛
育
会
は
地
域
の
中

で
の
，
声
か
け
‘
を
通
し
て
人
々
と
の

ふ
れ
あ
い
を
広
げ
、
明
る
い
町
づ
く
り

へ
と
つ
な
ぐ
役
割
を
し
て
い
ま
す
。
定

期
的
に
開
催
す
る
よ
う
に
な
り
、
愛
育

の
お
ば
ち
ゃ
ん
と
呼
ば
れ
、
う
れ
し
く

な
っ
た
わ
ア
と
話
す
役
員
さ
ん
も
い
ま

す
。

●
子
育
て
支
援
教
室
は

　
　
　
　
　
　
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い

　
平
成
十
年
度
は
、
季
節
の
行
事
を
と

り
入
れ
四
回
実
施
し
ま
し
た
。
第
一
回

目
は
、
笹
の
葉
に
折
り
紙
で
飾
り
つ
け

を
し
、
短
冊
に
願
い
を
こ
め
た
七
夕
ま

つ
り
。
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
作
っ

た
七
夕
か
ざ
り
を
持
ち
、
子
ど
も
た
ち

は
満
足
そ
う
で
し
た
。

　
二
回
目
は
、
板
井
の
動
物
指
導
セ
ン

タ
ー
で
の
森
の
運
動
会
。
ミ
ニ
運
動
会

で
元
気
い
っ
ぱ
い
走
っ
た
後
は
、
か
わ

い
い
小
犬
や
う
さ
ぎ
を
だ
っ
こ
し
て
楽

し
み
ま
し
た
。

　
三
回
目
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
ク
リ

ス
マ
ス
ブ
ー
ツ
を
作
っ
た
り
、
歌
や
手

遊
び
を
し
ま
し
た
。
一
番
の
人
気
は
桃

太
郎
の
劇
で
、
役
員
さ
ん
自
ら
桃
太
郎

や
鬼
に
な
り
、
練
習
を
重
ね
て
大
熱
演

で
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
ト
ナ
カ
イ

に
乗
っ
た
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
登
場
で

す
。
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

　
四
回
目
は
、
ひ
な
祭
り
。
か
わ
い
い

お
ひ
な
様
作
り
や
、
親
子
遊
び
で
に
ぎ

や
か
で
し
た
。

　
毎
回
七
〇
～
一
〇
〇
組
の
親
子
の
参

加
が
あ
り
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
う

で
す
。

ワ
七
タ
ま
つ
り
に
遊
び
に
来
て
ネ
’
・

　
平
成
十
一
年
度
の
第
一
回
目
の
教

室
は
、
七
月
十
五
日
㈲
の
七
夕
ま
つ

り
で
す
。
さ
っ
そ
く
役
員
さ
ん
が
各

字
ご
と
に
声
か
け
を
し
て
い
ま
す
か

ら
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
は
、
各
字
の
役
員
さ
ん
、

ま
た
は
役
場
福
祉
課
へ
お
願
い
し
ま

す
。

●

ら
し

　
暑
い
夏
。
で
も
、
目
か
ら
「
涼
」
を

感
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ガ
ラ
ス
製

品
を
利
用
す
る
こ
と
も
そ
の
ひ
と
つ
。

透
明
感
が
あ
り
、
見
る
か
ら
に
涼
し
げ

な
ガ
ラ
ス
製
品
を
利
用
し
て
、
過
ご
し

や
す
い
夏
を
演
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
窓
辺
や
サ
イ
ド
ボ
ー
ド
に
ガ
ラ
ス
の

置
物
や
小
瓶
を
並
べ
た
り
、

イ
ン
テ
リ
ア
に
ガ
ラ
ス
素
材

を
取
り
入
れ
る
と
部
屋
の
雰

囲
気
が
変
わ
り
ま
す
。

　
江
戸
風
鈴
や
、
昔
懐
か
し

い
球
形
の
金
魚
鉢
な
ど
和
風

の
ガ
ラ
ス
器
も
涼
し
さ
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
金
魚

鉢
に
は
、
金
魚
の
代
わ
り
に

ビ
ー
玉
や
水
中
花
な
ど
を
入

れ
て
も
き
れ
い
で
す
。

　
食
事
ど
き
は
、
ガ
ラ
ス
器

を
テ
ー
ブ
ル
の
主
役
に
す
る

だ
け
で
夏
の
イ
ン
テ
リ
ア
効

果
は
充
分
で
す
。
ポ
イ
ン
ト

は
、

せ
る
こ
と
。

ス
の
美
し
さ
、

す
。

　
例
え
ば
、

ポ
イ
ン

ら
、
ア
ル
ミ
、
コ
ル
ク
、
素
焼
き
な
ど

の
素
材
と
組
み
合
わ
せ
れ
ば
洗
練
さ
れ

た
涼
し
さ
を
演
出
で
き
ま
す
。

　
美
し
い
細
工
を
施
し
た
ガ
ラ
ス
器
は
、

テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
に
最
適
で
す
が
、
汚

れ
て
い
て
は
台
無
し
で
す
。

　
普
通
に
洗
っ
て
も
表
面
が
く
も
っ
て

見
え
た
り
、
凸
凹
部
分
に
汚

れ
が
見
え
た
り
す
る
よ
う
な

ら
、
酢
水
に
し
ば
ら
く
つ
け

て
か
ら
柔
ら
か
い
布
や
ス
ポ

ン
ジ
で
軽
く
こ
す
り
、
ぬ
る

ま
湯
で
洗
い
流
し
ま
す
。
こ

う
す
れ
ば
ガ
ラ
ス
器
の
く
も

り
も
黄
ば
み
も
き
れ
い
に
な

く
な
り
ま
す
。

　
洗
っ
た
後
の
ガ
ラ
ス
器
は

水
気
を
拭
き
取
ら
ず
、
布
の

上
に
伏
せ
て
自
然
乾
燥
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

⑧

異
な
る
素
材
の
も
の
と
組
み
合
わ

　
　
　
そ
う
す
る
こ
と
で
、
ガ
ラ

　
　
　
　
涼
し
さ
が
ひ
き
た
ち
ま

　
　
　
　
　
カ
ッ
プ
に
漆
の
コ
ー
ス
タ

　
　
グ
ラ
ス
に
竹
細
工
の
マ
ッ
ト
、
ク

リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
の
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
の

下
に
色
鮮
や
か
な
日
本
手
拭
い
を
敷
い

た
り
す
る
こ
と
で
、
和
風
の
涼
味
が
楽

し
め
噸
洋
風
に
ア
レ
ン
ジ
す
る
な

目を涼しく演出するL」

冨讃ll
、
」
V）

～
、
、

’
〆
！

、
〃
－
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・開館時間　午前9時～午後5時
0印は休館日

・□印はお話会

　一一おは1なし会一 一

〇日時7月10日（土）24日（±）

　　　　午後2時30分より

○場所　おはなしコーナー

○対象　小学校低学年まで

○内容　紙芝居・絵本など

・楽しいお話がいっぱいです。

　お友達をさそってみんなで来て下

　さい。お待ちしています。

　■新着図書案内■
（書　名）　　　（著者名）　1　　　　（書　名）　　　（書　名）　　　　　　　　（著者名）

オオカミと生きる　　　　ヴェルナーフロイント

お水の花道パラダイス　　　水野　華子

剣の国の魔法戦士　　　　　水野　　良

マヤ終末予言夢見の密室　　小森健太郎

ロストワールド　　　　　　林　真理子

不安がこわい、でも大丈夫　和久　広文

理数教育が危い　　　　　　筒井　勝美

敬友録いい人をやめると楽になる　曽野　綾子

※この他にも、いろいろ新着図書がありますので、

　ご利用ください。

すずらん上巻　　清水　有生

市川房枝集　　　市川　房枝

いよよ華やぐ　　瀬戸内寂聴

蒲桜燭漫　　　　堀　　和久

痛快経済学　　　中谷　　巌

梅と果実酒入門　主婦と生活社

和菓子入門　　　　　〃

子猫物語　　　　的場　　章

愛でもくらえ　　ビートたけし

冑少年読書感想文全国コンクール　課題図書
小学校低学年の部　　　　　　小学校高学年の部　　　　　　　　　高等学校の部
　　ゴムあたまポンたろう　　　・ヨースケくん　　　　　　　　　　・ゴッドハンガーの森

　・ボールのまじゅつしウィリー　　・ザリガニ同盟　　　　　　　　・自由をわれらに
　・キツネのまいもん屋　　　　・だんまりレナーテと愛犬ルーファス　　　・目玉かかしの秘密

小学校中学年の部　　　　　　中学校の部

　　あやとりひめ　　　　　　・種をまく人　　　　　　　　　※良い本が選ばれています。

　　コカリナの海　　　　　　・鬼の橋　　　　　　　　　　　　感想文を書く人も、書かない人も、
　　クロクサアリのひみつ　　　・最後のトキ、　　　　　　　　　読む事をおすすめします。

　　　　　　　　　　　　　　　ニッポニアニッポン

罪卿罪皿別卿罪置蟹卿躍躍置罪刎罪型解罪”躍置〃軍軍置塑軍泌躍罪罪軍躍罪罪罪解μ躍罪罪軍躍躍躍擁卿躍
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し
う
な
ん

俳
句
会

⑱

惚
の
芽
や
酒
呑
む
話
す
ぐ
決
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
井
登
代
子

境
内
に
着
き
て
遍
路
の
鈴
乱
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
山
　
三
郎

筍
の
か
た
ち
揃
え
て
送
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
益
次
郎

裸
婦
像
に
触
れ
ん
ば
か
り
に
藤
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
正
次

藤
棚
を
駅
に
園
児
の
縄
電
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
ま
つ

人
声
の
溢
る
藤
棚
峡
の
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

瀬
の
音
に
ま
さ
る
河
鹿
や
四
万
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
久
枝

藤
棚
の
下
に
憩
い
て
呑
を
ま
と
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
加
津

転
ん
で
は
又
よ
ち
よ
ち
と
青
き
踏
む

　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ツ
エ

焼
烏
賊
の
呑
を
潜
り
抜
け
藤
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
和
子

初
蝶
に
声
掛
け
合
い
し
両
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
端
不
三
子

手
作
り
の
紙
の
鯉
振
る
園
児
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

目
の
疲
れ
ほ
ぐ
す
指
先
風
薫
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
田
　
育
子

優
艶
に
揺
れ
て
禅
寺
の
藤
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
と
よ

山
藤
を
一
房
活
け
し
青
磁
つ
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

濃
淡
の
藤
に
囲
ま
れ
不
動
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
ロ
　
　
進

二
尺
程
伸
び
し
藤
房
風
に
揺
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

新
築
の
家
の
ど
こ
か
ら
か
藤
匂
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

花
盛
る
藤
の
老
木
い
ま
も
な
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
政
男

⑨



日　　　時 場　　所

行政・心配ごと相談 7月27日　9：30～正午 勤労福祉センター

心配ごと・結婚相談 7月13日　9：30～正午 勤労福祉センター

成人健康相談 7月5日　　9：30～11：30 保健センター

教　育　相　談 原則毎週水曜日・教育委員会へ申し込みください。

　　　　　　　　　　　　　　柵瓢熈・”』由

　　い施設」の一環として「研修・資料

　　展示館」を整備し、県民の皆さんに
　　開放しております。

　　　資料展示館の主な展示物は、家畜
　　の誕生から畜産物の生産・加工・流

　　通、家畜排泄物のリサイクルシステ
　　ム、最新研究情報などで、パネルと

　　パソコン機器を用いて自由にご覧に

●σ黛萄修室及び実習室は、地域

　　や職場のグループの皆さんに無料で

　　開放し、会合や畜産物の製造加工体
　　験にご利用いただけます。

　　固畜産センター施設開放担当
　　　　盈36－0311　内線206

　　70歳以上（老保加入者）の皆さんへ

　　　平成11年7月1日から、平成11年
　　度の臨時特例措置として、老人保健

　　制度加入者の皆さんは、医療機関等

　　の窓ロで薬剤一部負担金を支払う必

　　要がなくなります。

　　対象　①70歳以上の医療保険加入者

　　　　　②65歳以上70歳未満の障害状
　　　　　　態にある旨の認定を受けた

　　　　　　医療加入者

●‘　　　日　平成11年7月1日から
　　　　ただし、外来の診療に関する一
　　　部負担金（1日につき530円）は、

　　　従来どおり支払うことが必要です。

　　　　なお、68・69歳のかたは、従来
　　　どおり窓ロ負担となります。

　　固役場町民課

熊谷税務署からのお知らせ

　税務署で発行する納税証明書には

次の3種類があります。

①納付税額の証明（その1）

②所得金額の証明（その2）
③未納税額がないことの証明（その3）

　請求にあたっては、納税証明書1通

（1年分または1事業年度）当たり400

円の収入印紙が必要となりますので、

誠にお手数ですが、必要な収入印紙

を郵便局などで各自お求めのうえ、

来署くださいますようお願いします。

《例》個人のかたが3年分の納付額

　　の証明を請求する場合には、

　　400円の収入印紙が3枚必要で

　　す。
固熊谷税務署　暦21－2905

ごぞんじです：か？検察審査会

　交通事故、詐欺など被害にあった

のに、検察官がその事件を裁判にか

けてくれない。どうも納得できない。

このような人のために、検察官のし

た処分が正しかったかどうかを審査

する機関として「検察審査会」があ
ります。

　検察審査会では、11人の審査員が

この審査をします。審査員は選挙権を

持っている皆さんのなかから、‘くじ’

で選ばれることになっています。

　あなたもいつか審査員に選ばれる

ことがあるかもしれません。審査員に

選ばれたときには、住民の代表とし

てこの仕事にご協力をお願いします。

囮熊谷検察審査会事務局（浦和地
　　方裁判所熊谷支部内盈21－2474）

もしもの時に障害・遺族基礎年金

“年金は年をとってから受け取るも

の”だけではありません。以外と知

られていないのが、障害・遺族年金

の存在。万一の時には、障害基礎年

金（障害者になったとき）、遺族基礎

年金（一家の大黒柱が亡くなったと

き）を受け取ることができます。た

だし、一定の条件を満たしていない

と受け取れませんのでご注意を1

★障害基礎年金★

・国民年金加入中または20歳前の傷

　病が原因で障害者になったとき

・初診日前の加入期問のうち2／3以上

　保険料を納めているとき、あるい

　は初診日前の1年問保険料を納め

　ているとき（免除された期閤も含
　む）

・障害認定日（障害の程度を判定す

　る日で、初診日から1年6ヶ月経
　過した日または症状が固定した日）

　に1級あるいは2級の障害の状態
　にあるとき

★遺族基礎年金★
・国民年金加入中の人、または老齢

　基礎年金の受給資格期問を満たし

　ている人が亡くなったとき

・死亡前の加入期問のうち2／3以上

　保険料を納めているときあるいは

　死亡前の1年問保険料を納めてい

　るとき（免除された期閤も含む）

国民年金を受ける条件
　年金を受ける条件として下の期閤

の合計が原則として25年以上必要で
す。

①国民年金の保険料を納めた期問
②国民年金の保険料の免除を牽けに

　期悶
③任意加入できる期間であうなが加

．入しなかった期問

④第3号被保険者で納付とみなされ

　る期問
⑤厚生年金保険または共済組合に加

　入した期間

※　ただし、25年間納めたからとい

　って、もう安心というわけではあ

　りません。

『満額の年金額と25年閤納付の年金

額がこんなに違います』

・加入可能年数（20歳～60歳）を全

　期闇納めた場合の年金額

　　　　　　　　　　二804，200円

・最低条件の25年閤しか納めていな

　い場合の年金額

　　　　　　　　　　二502，600円
「万一、病気やケガで障害者になった

ときに年金が受けられないこともあ
ります』

　きちんと加入し、保険料を納めて

　いれば障害基礎年金が受けられま

　すが、末納期問中に障害者になっ

　た場合には受けられないこともあ

　ります。

※　年金の請求は自分で手続きしな

　ければなりません。

・国民年金のみ加入していた人

　→役場福祉課国民年金担当へ

　2っ以上の年金制度に加入してい

　た人

　→熊谷社会保険事務所

　　　　　　　　　　　　⑩



くら

局
課
課
課
課

務
　
政

事
務
財
民
祉

会
　
画

議
総
企
町
福

　
内
　
線

し

431

311・312●313
321・322
111・112●113
121●122●123

平成11年度自衛官採用試験
　防衛庁では、来春採用予定の受付
および試験を次の日程で行います。

募集項目 受　　付 試　験

防衛大学校
　学　生

10月13日まで

11月13日

　～14日

防衛医科
大学校学生

11月6日

　～7日

航空学生 9月10日まで 9月23日

看護学生 10月13日まで 10月28日

曹候補学生
9月10日まで 9月18日

曹候補士

　2等
陸海空士

男
子

9月20日まで
9月24日

又は25日

女
子

9月10日まで 9月27日

　　　　　●

報役

※　日本国籍を有し、平成12年4月

　1日現在18歳以上27歳未満の男女

　（募集項目により、受付開始日およ

　び年齢制限が異なります。）

固　自衛隊埼玉地方連絡部熊谷募集

　　事務所盈22－4855まで

熊谷警察署からのお知らせ

第2回警察官採用試験
試験区分 学　　歴 年齢
男性1類 大学卒業（見込み）のかた 21～29

男性1類
短大専修学校（2年制以
上の専門課程）等を卒業
（見込み）のかた

19～29

男性1類

女性皿類
1類・1類に該当しないかた 17～29

武道・体育
育指導皿類

皿類の試験資格を有し、

かつ一定の要件を備えた者

※年齢は平成11年4月1日現在
☆受付期間
持参；7月12日（月）～8月18日（お

郵送；7月12日（月）～8月16日（月）

（期問内消印有効）

☆第一次試験　9月5日（日）

警察事務職員採用（初級）試験

資格　平成1／年4月1日現在
　　17歳～20歳（学歴不問）
受付　8月2日（月）～8月27日（金）

⑪

税務課　151・152・153
経済課　251・252
都市計画課　　241・242

理設課　231・232
同和対策室　　221

　　　（郵送は期閤内消印有効）

試験　9月26日（日）（第一次試験）

固熊谷警察署盈26－0110

　　　　　　　崩■

彩の国まちかど労働相談

　あなたの職場の悩みやトラブルに

社会保険労務士が無料で相談に応じ

ます。相談を受ける内容は、賃金、

退職金、解雇、有給休暇、社会保険、

労働保険、パート労働など仕事や職

場の問題、年金や各種助成金に関す

る相談で、職場紹介は行いません。

相談は無料で、相談についての秘密
は守られます。

日時　7月17日（土）13：00～16：00

場所　八木橋デパート8階特設会場

囮埼玉県北部労働商工センター
　　盈23－2817

－
将来にわたって役立つ技術を

　埼玉県立東松山高等技術専門校で

は、就職のための専門技術教育（1

年～2年間）を無料で行っています。

平成12年4月に入校を希望されるか
たの見学会を下記のとおり行います。

対象　年齢不問・男女

科目　電子技術科、電気設備科、電

　　気工事科
日時　7月19日（月）14時～

国　7月16日（金）までに電話でお申

　　し込みください。

固埼玉県立東松山高等技術専門校
　　盈0493－22－0412

場盈36－1521

ピピア盈36－6262

室
飴
課
藤

納
彊
籔

出
教
水
保
社

　141
　211●212・213●214
　161・162
　410・411
　131・132
』バー塩呂蔽紛灘馴揮㎡熈一匿翻曜■盟■■■■■■■■■■■■■■■■甲一

学びたい！それが入学資格です

　放送大学は、テレビやラジオなど

のメディアを利用して授業を行う、

正規の大学です。高等学校の新卒者

はもちろん、社会人や主婦、定年退

職をしたかたなど学歴に関係なくど

なたでも入学することができます。

◆学生募集要項

○学生の種類

・全科履修生一卒業を目指すコース

・選科履修生一1年問（2学期問）

　　　　　　在学するコース
・科目履修生・・6ケ月問（1学期間）

。入学試験はあ灘党コース●●

○専門学校からも編入学できます

○出願受付

　平成11年8月15日（日）まで

固放送大学埼玉学習センター
　　盈048－650－26／1

技術講習（経理・簿記）受講生募集

　講習終了後、すぐに就業を希望す

る、全日程出席可能な初心者の女性

（すでに受講されて3年以内の人は除

く。学生不可）を対象に、経理・簿

記を基礎から学び、簿記検定3級を

目指します。

日程　9月24日㈹～11月1日（月）

　　10：00～16：00　月・火・木・金

場所璽驚篶輪鞭講習●●
費用　無料（ただし、教材費、検定

　　料実費負担）
定員　30名（申込者多数の場合抽選）

困　8月1（日）日から8月15日（日）の

　　問に、熊谷女性職業センター
　　　（八木橋デパート8階。水曜日

　　定休）に、官製はがき1枚（抽

　　選結果連絡用）を、受講希望
　　者本人が持参し申し込む。

圃熊谷女性職業センター（熊谷市
　　仲町74奮23－2816）、または、女

　　性職業能力開発センター（盈048－

　　653－7104）まで。

　　　　窃ひ■一

畜産センターの研修・資料展示館

埼玉県畜産センターでは、「ふれあ
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平成10年6月7日生

両親健鞭（押切）

　おにいちゃんとおねえちゃんと仲良く遊

んでいる尚輝です。

　健康で明るい子に育って欲しいと願って
います。
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平成／0年7月20日生

両親／書代鞭（上新田）

　パパを縮小コピーしたような梨央です。

　素直で優しい子に育ってね。

ひ／と々）／う／こ｝／き

　人ロと世帯数（6月1日現在）
「のこしておきたい江南風景」

と「すこやかさん」のコーナ

ーへの投稿を募集しています。

お気軽に、役場総務課広報係

までご連絡ください。

男 6，168人（一4）

女 6，393人（一6）

計 12，561人（一10）

世帯数 3，845世帯（一14）

）内は前月比（

⑫編集・葵行　埼玉県大里郡麺南的役場総務課　〒360－0192　大里郡江南町中央1ぞf、奮36－152


